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悪の天才の教育 
  ゲルハルト・ラウク著 

 

パート5 

 

偉人たち 
  

何年もの間、私は多くの偉大な男女に出会ってきた。有名な人もいれば、

そうでない人もいる。有名でない人もいる。その一部を紹介しよう。 
  

  

ハンス＝ウルリッヒ・ルーデル大佐 
  

   ハンス・ウルリッヒ・ルーデルはドイツ国防軍で最も高い勲章を授与さ

れた兵士である。アドルフ・ヒトラーは彼のためだけに特別な勲章を作っ

た！彼は2,500回の戦闘任務をこなし、500～600両の戦車を撃破し、戦艦

と巡洋艦を撃沈した！ 

   クフシュタインの自宅に招待されたのは   光栄だった！ 

   当然、彼の勲章は壁のケースに誇らしげに飾られていた。私は彼の幼い

息子が私の肩に座っている間、それらを眺めた。この若いターザンファン

は、私のペンを盗んでハムスターのケージに隠した。彼の美しい若い母親

がそれを見つけ、笑顔で私に返してくれた。 

   ルーデルと山道を散歩していたとき、彼は私に高所恐怖症かと尋ねた。
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茂み越しによく見るまで、彼が何を言いたいのかわからなかった。私たち

は崖からほんの数メートルしか離れていなかったのだ！  

   彼の家に戻り、彼と彼の妻、義母と私は一緒にお茶を飲んだ。 

   ルーデルは、日本人はドイツ人よりも退役軍人の扱いが良いので、自分

が斜視だったらと思うことがあるとコメントした。 

   彼はまた、ドイツがもっと冷酷であれば戦争に勝てただろうとも嘆い

た。(このテーマは後に、クリス・ウォレスとの面白いインタビューで再

び出てきた）。 

   その後、奥さんが駅まで送ってくれた。 

   数年後にルーデルが死んだ   とき、ドイツ政府は軍人が彼の葬儀に参

加することを禁じた。3人の勇敢なドイツ空軍パイロットがその命令に背

いた。彼らは彼の墓の上を飛び、翼を傾けた。その結果、彼らは解雇され

た。 

   政治的な理由だけで、戦争の英雄を軽んじるこの態度は、占領体制の典

型である。売国奴には名誉の意識などない。 
  

   

ヘルムート・スンダーマン 
  

   ヘルムート・シュンダーマンは第三帝国の副報道局長だった。彼は私を

招待してくれたが、私が彼を訪ねる数日前に亡くなった。とにかく彼のこ

とをここに記すことにする。このことが起こったとき、私はまだ10代だっ

た。彼が私に可能性を見出したのか、単に善意の若者を鼓舞しようとした

のかはわからない。(私に手紙をくれた他の第三帝国の著名人も同様だ）

いずれにせよ、彼は私を鼓舞した。それが私の決心につながった。私は彼

にこのように言ってもらった恩がある！ 
  

  

ミシェル 
  

   ミッシェルはフランスのヴァッフェンSSの志願兵だった。初めて彼と対

面したとき、彼は私の肩をつかみ、両頬にキスをした。少し恥ずかしかっ

たが、私は微笑んで言った：君がフランス人でよかったよ。そうでなかっ
たら、私はあなたを殴っていただろう！ 

   若い頃、彼は悩んでいた。一方では、共産主義と戦うドイツ軍を助けた
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いと思った。その一方で、祖国を裏切りたくはなかった。 

   ヴァッフェンSSの勧誘員は、彼が戦うのはソビエトだけだと断言した。

同胞ではない。フランスのレジスタンスにいる友人や近親者を裏切るよう

頼まれることはない。(フランスのレジスタンスは、その大部分が共産主

義者であったため、騎士道精神は希薄であった。戦後、20万人以上のフラ

ンス人 "協力者 "が殺されたのだ！) 

   彼はフランスのヴァッフェンSSに参加した。ベルリンの戦いに関する彼

の生の証言は、初期の新聞に掲載された。 

   戦後、彼はフランス外人部隊に入った。彼の写真には、砂漠でサブマシ

ンガンを手にジープの横に立つ最初の妻の写真も含まれている。 

   ドゴールがフランス領アルジェリアを売り渡すと、彼はOASに加わっ

た。その後、彼は2番目の妻である若いドイツ人女性とともにミュンヘン

に亡命した。そこで私は彼と出会った。 

   彼の飼い猫が私のスーツケースから靴下を盗み出した後、私は「靴下の

セールスマン」というコードネームをつけられた。また、彼は紙に暗号の

ような記号を描き、説明もなしに私に手渡した。これが個人的な暗号なの

か、それとももっと重要なことに関係しているのか、彼は明らかにしな

かった......。 

   ある時、電話が鳴った。彼は電話に出て、短い会話をした。その後、彼

は私に向かって言った：警察本部からでした。警察が向かっている。ワイ
ンを飲み干す時間はあるけど、もう行かなくちゃ。 

   私たちは彼の家を出て、ブロックを歩いて宿に行き、ワインを注文し、

何事もなかったかのように会話を続けた。 

   この宿は、ドイツ人女性と結婚したイタリアのファシストが経営してい

た。だから私たちは友人同士だった。 

   ここで面白い出来事があった。フランス人の友人は私以上に酒を飲んで

いた。隣に座っていた若いドイツ人が無邪気に私たちの会話に加わった。

彼はフランス人の発言にショックを受けていた。 

   メディアで描かれているほど私たちは怪物的ではない、と私がようやく

半ば納得するたびに、フランス人はこんなことを口にした：彼らはみんな
殺されるべきだ！ 

   そうなれば、また最初からやり直さなければならない！ 
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カール・フェルディナント・シュヴァルツ 
  

   カールはSAの老人だった。私たちはすぐに意気投合した。年齢や経歴の

違いは何の意味もなかった。まるでお互いの人生をずっと知っているかの

ようだった。 

   共産主義者に友人を殺されたとき、彼はSA指導部の許可なく単独で行動

した。古参の軍曹として、彼は爆発の扱い方を心得ていた。その結果、共

産党本部のビルがわずかに損傷しただけだった。 

   また、母親がピストルをフルーツボウルに隠したこともあった。警察は

アパートを捜索したが、成果はなかった。 

   私は他にもカールのような人に会った。私は彼自身の長所として、そし

て彼ら全員の代表として、彼の名前を挙げた。 
  

  

フリードヘルム・ブッセ 
  

   フリードヘルムはまた、共産主義に対するヨーロッパの十字軍の退役軍

人でもあった。フリードヘルムはまた、共産主義に対するヨーロッパの十

字軍の退役軍人でもあった。 

   残念なことに、この "自由な民主主義 "では、これは非合法だった。 

   若い同志が、折りたたんだ旗を墓の中に忍ばせた。政治警察が彼を見つ

けた。その結果、墓は掘り起こされ、若い同志は逮捕された！ 

   名誉ある者は倒れた敵を敬う！不名誉な似非民主主義は彼らの墓を汚

す！ 

   この先、苦難が待っている！ 
  

  

 アルミン 
  

   アルミンはドイツ国防軍で戦い、公式降伏後は狼男レジスタンスとして

戦った。ブラウンシュヴァイクの反乱にも参加した。その型破りな募金活

動により、彼は獄中に置かれ、最初の家族を失った。 

   彼は間違いなく筋金入りだった！ 

   彼は最初のアンダーグラウンド・リーダーの一人だった。その後数年

間、彼は大きな成功を収めた。ある時、政府の公式短波ラジオ放送があま
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りに絶望的に聞こえたので、一部のリスナーはレジスタンス運動が主要都

市を占拠する寸前だと思った！ 

   次の投獄で、彼は2番目の家族を失った。 
  

  

オットー・リース 
  

   オットーは鉄十字騎士十字章を授与された数少ない下士官の一人であ

る。彼はたった一人で対戦車砲を操り、負傷しながらも17両のロシア軍戦

車の攻撃をたった一人で撃退した！(彼は私に、この行動を記した『デ
ア・ランザー』誌のコピーをくれた）。 

   戦後はレジスタンス運動で活躍した。タクシーを運転し、ペットのボア

コンストリクターを飼っていた。 
  

  

グレッチェン 
  

   グレッチェンは年老いたブンドギャルで、私の長年の悩みの種であった

秘密主義者となった。グレッチェンについては本書の別の箇所で触れてい

る。 
  

  

ミヒャエル・キューネン 
  

   ミヒャエル・キューネンは1977年代にアルミンの下でアンダーグラウン

ド活動を始めた。その後、彼は運動の "法務部門 "で最も著名な人物と

なった。私たちは緊密に協力し合った。ある時、私は彼の法律部門のため

に "合法的な "定期刊行物を印刷することを提案したこともあったが、彼

はとにかくどんな口実であれ、体制がそれを禁止するだけだと考えた。 

   最初の4年間の投獄後、彼は戦いに復帰した。2度目の4年間の投獄の

後、彼は同じことをした。このような献身的な姿勢は尊敬に値する！ 

   10年間の活動後、彼は若くしてこの世を去った。彼は成人してからの半

生を、非暴力的な政治活動のために刑務所で過ごした。いわゆる「自由民

主主義」の中で。政権はこの弾圧を「民主主義を守る」と呼んでいる。真

顔で！ 
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   正直な人たちは、説得力に関係なく（！）、別の呼び方をする。 
  

  

「同志X 

  

   「同志X "は非常に困難な状況にある。したがって、彼の名前を挙げる

ことはできない。彼は言及に値する人物であることは言うまでもない！ 
  

  

アメリカの同盟国 
  

   志を同じくするいくつかの非営利団体が私たちを大いに助けてくれた。 

   特にスタートアップの段階で際立っていたのが、この会社だった。それ

は決して条件を突きつけたり、見返りを求めたりしなかった。私は空港で

時間をつぶしているときに、電話帳でこのグループを見つけた。実際に訪

問し、その活動を目の当たりにしたとき、私は非常に感銘を受けた。しか

し、その出版物や近隣以外での "パブリック・イメージ "には、多くの手

厚いケアが必要だった。 

   本部の訪問はいつも興味深いものだった。ある夜、火炎瓶が窓を突き

破って飛んできて、私が寝ていた隣の部屋で爆発した。私はとても疲れて

いたので、他のものに消火させた。しかし、この日常的な事件は、翌日の

夜の週例会では話題にすら上らなかった。理由を尋ねると、発言者はこう

言った：忘れていました。 

   私は1970年代にこの界隈を何度も訪れた。実際、その後、私自身も数年

間住んでいた。この公然たる国家社会主義組織に対する地元の絶大な支持

をこの目で見た。 

   彼らの成功には2つの重要な要因があった。第一に、適切な環境であ

る。この地域は、「統合」とそれが必然的にもたらす犯罪の波に脅かされ

ていた、強固な白人労働者階級のエスニック地区だった。第二に、地元の

ホワイト・パワー活動家たちが組織的かつ長期的なキャンペーンに取り組

んだことである。これは、ロックウェルが「第一段階」と呼んだ、孤立し

た、ヒット・アンド・ランの売名行為戦略ではなかった。 

   民主党の "キング・メーカー "であるデイリー・シカゴ市長が公共テレ

ビに出演し、民主党本部の閉鎖を約束したとき、自民党の管区長が、これ
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ではシカゴ南西部の票を失いすぎると彼に告げたのだ。デイリー氏は引き

下がった！ 

   私はこの功績を、デヴィッド・デュークの州議会選挙と州知事選挙に匹

敵するものと考えている。デュークは最初の選挙で勝利し、2回目の選挙

は惜しくも逃したが、州の白人票の過半数を獲得した！ 

   非常に効果的な近隣集会を市が妨害したとき、彼らはユダヤ人の多い地

区で行進すると脅した。メディアは大々的に報道した。私たちはどのイン

タビューでも、これは白人居住区で集会を開く権利を市に返還するよう圧

力をかけるための戦術に過ぎないことを強調した。しかし、マスコミはほ

とんど無視した。それどころか、原始的な挑発行為として描かれた。 

   ACLUのおかげで、市は手を引いた。2つの大きな勝利集会があった。私

はストームトルーパーの制服で両方に参加した。 

   最初の集会はダウンタウンで行われた。警察の存在も、ほとんど敵対的

な群衆も大きかった。 

   回目の集会は私たちの近所だった。警察は観客を5,000人と見積もってい

た。この群衆は全員が党支持者だった！数百人が鉤十字のついたホワイ

ト・パワーのTシャツを着ていた。 

   数多くのジャーナリストたちは、本当に怯えた様子だった！ある時、群

衆が "反白人ニュースメディア "に牙をむき始めた。私たちの部下の一人

が介入し、彼らを助けなければならなかった。 

   これらの出来事は、人々が鉤十字を、自分たちを守ってくれる唯一の運

動と結びつければ、鉤十字は確かに実行可能な選択肢であると私に確信さ

せた。当時はそうだった：卍＝ホワイト・パワー。卍＝ホワイト・パ
ワー！  

   今日、質問はこうだ：自分の子供たちを第三世界の地獄に住まわせたい
か？もしそうでないなら、人種問題に立ち向かわなければならない。そし
て反撃せよ！ 

   この地元の組織は私をたくさん助けてくれた。今度は私がそれを助けた

いと思った。 

   すべての独立した地方グループにとって、新しい全国組織が必要である

ことは明らかだった。しかし、一度火傷を負っただけに、新たな国家的 

"独裁者 "に自らを従属させることには慎重であった。 

   私は状況を分析し、徹底的な分析を書き上げ、この統合を達成するため
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のプランを提案した。この計画は採用された。それは成功した。そして、

私が予想した期間のちょうど真ん中に、その栄冠はもたらされた。 

   さらに、私は出版・管理部門の責任者になった。これは関係者全員に

とって明らかにウィンウィンだった。効率が上がれば仕事が減り、同時に

収入も増える。事実上、私はこの今や全国組織となった組織の第三の指揮

官となった。私はNSDAP/AOのトップでもあり続けた。 

   さらに、「玩具ビジネス」の市場も拡大した。 

   私はこの言葉を、本来の価値を持つ商品ではなく、資金調達を目的とし

た商品に対して冗談半分で使った。正式には「マーチャンダイジング」で

ある。 
  

* * * * * 

  

私は1970年代に何度かヨーロッパを旅した。仕事と遊びのために。当然、
今でいう「人脈作り」もたくさんした。そのうちに、"秘密活動 "にまで
手を染めるようになった。 
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